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吉野林業地域

吉野林業といわれている地域は、広義には吉野郡全体

を指している。その成立の経緯などからみて、一般には

もっと狭い範囲、即ち奈良県の中央部を東西に流れる吉

野川の上流域にある川上村、東吉野村、黒滝村の3村で

構成されている地域をいう。

代表的な吉野林業地の林相（川上村）

吉野林業地域はほぼ県中央東寄りの吉野川上流地域で、県土の約12％を占めている。地域の東南は、高見山・

国見山などの山嶺が連なり、大台ケ原を主峰とする台高山脈に続き、標高1780mの大普賢岳を頂点とし、峻峰が

列をなしてそびえる大峰山脈に囲まれて、台風の被害も少ない。また、吉野川上流周辺には∨字渓谷が発達し、河

岸には平地を殆ど形成していないが、中腹以上には随所に横傾斜が開け、村落は山腹の斜面、あるいは流域に沿っ

て点在し、耕地は極めて少ない。

地質は、主として秩父古生層の水成岩（砂岩・粘板岩・凝灰岩・角岩及び石灰岩等を母岩）の風化した垣質壌土

で燐酸加里・珪酸塩類に富み、土壌は保水と透水性が極めて良好である。年間雨量は2，000mm以上年平均気温14

℃、冬期の積雪30cm以下という林木の生育に最適の条件を備えている。
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吉野林業の沿革

吉野地方では、足利末期（1500年頃）に造林が川

上村で行われた記録がある。一般に吉野の材が多量に

搬出されるようになったのは、天正年間、秀吉が当地

を領有し、大阪城や伏見城を始め、畿内の城郭建築そ

の他社の普請用材の需要が増加し始めた頃からである。

その後、当地方は徳川幕府の直領となったが、住民の

主たる生業は木材の伐出流送によって維持されてきた。

木材需要の増加に伴う生産供給の増加は、山地の森

林資源を漸次減少せしめ、そこに造林の必要性を生じ

させた。山地で耕地に乏しいことから、森林資源を維

持培養し、木材の販売で生活するはかなかった。しか

し、その伐出生産の過程でも利益を得ることが少なく、

一方村に課せられる貢租は高く、一般村民には資本を

蓄積する余裕はなかった。村としては租税の支払いに

窮し、都内の有力者に林地を売却、或いは造林能力の

ある者にこれを貸し付ける制度を設け、造林を促進さ

せた。しかし、山村の住民にはこの造林地を維持する

資力に欠けていた。そのため元禄年間（1700年）を

前後する頃、下市・上市及び大和平野方面の商業資本

の消費貸付を通じて借地林が発生していった。木材の

販路の拡張、とくに寛文年間（1670年）から始まる

銭丸太の製造、享保年間（1720年）から始まる山地

での樽丸製造などの木材利用技術の発達による販路拡

大に伴い、漸次造林の方法が集約化し、又木材業者の

組合による筏流送の改良等の資材投入により、搬出費

が節約されるにつれ、造林可能区域が拡大していった。

（資料提供：川上村林業資料館より）

木馬だし
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小川村境遺構下流鱒浮筏

（明治～大正）

（資料提供：吉野林材振興協議会より）



全国で大乱伐が行われた維新前後にも、こ

の地方はその風潮にのらず、高齢林は維持され、

明治10年前後（1877年）の材価の騰貴した

時代に、高齢林はやや減少したが、一方、再

造林は確実に行われ、更に天然の雑木林が林

種転換され、スギ・ヒノ幸の人工林が拡大した。

基本的には長伐期施業が行われているが、明

治終期頃から磨丸太生産が一部で行われ始めた。

時代の変遷により、1940年頃に樽丸から柱角

の短伐期になり、1970年代の吉野材ブラン

ドの林価高騰時代、1980年代のヒノキ・ス

ギ集成材単板の時代と大別される。太平洋戦

争の強制伐採と戦中・戦後の人手不足は、一

部に未植栽地を生じたが、数年をたたずに復

旧され、集約的な施業が維持されている。

この集約的な施業を記したものに「吉野林

業全書」がある。今日でも絶賛されるこの書

を現在に残された土倉庄三郎という人は、吉

野林業の中興の祖と言っても差し障りはない

であろう。吉野式造林方法を全国各地（群馬

県伊香保・兵庫県但馬地方・滋賀県西浅井呵・

台湾など）にその技術を広めると共に、自ら

も植林事業を進め、筏師の生命の危険減少・

筏流送の能率向上の為、吉野川の改修を行った。

また、道路の開設・改修（現在の国道169号

線他多数）を行うと共に、私費により小学校0日

上村大滝・西河）を開校し、村内の子供の教

育を進めた。明治初期、自由民権運動に資金

を援助し、政治にも多額の献金を納め、社会

的にも有名な人であった。吉野山の桜にも出

金し、桜を助ける。1900年当時の首相（山

解有朋）から還暦祝と

して樹喜王の称号を送

られた。1916年7月

19日78歳で亡くなっ

た。5年後の1921年

10月、氏の功績を記

念し、川上村大滝の鎧

掛岩に一文字の大きさ

が2m匹l方、刻字の深

さ36cm、高さ26mの

「土倉翁造林頒徳記

念」の文字が刻まれて

いる。

山仕事の道具

（資料提供：川上村林業資料館より）

（資料提供：川上村林業資料館より）
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吉野林業の特徴

吉野林業の特徴は、極端な密植と弱度の間伐を数多く繰り返し、高伐期とする施業である。主として酒樽・樽丸

の生産を目的としている。年輪幅が狭く（1cmに8年輪以上）、均一を尊重したためと言われている。

これは、用材としても、完満通直、無節で、優れた技術（山守制度、山村民の木を作る技術）と自然環境の結果

である。木質の良さと渋抜き（葉枯らし）による白色（淡紅色）の良さ、即ち、吉野杉の心材独特の持ち味によっ

て、吉野材として市場で珍重されている。また、その発達の過程における借地林業制度、これにより基礎づけされ

た村外森林所有者による経営、これにともなう山守制度（管理制度）なども大きな特徴の一つである。

元禄年間頃始まったと言われ、木材生産の利益が低

く、衣・食の維持も因難になり、村外の商業資本・農

業資本に依存するしかなかった。自らを守るため、土

地の所有権と使用収益権を分離する方法、即ち借地林

業制度が生まれた。

借地契約方法（地上権設定）には、立木一代限り・

定期・年限一代限りがある。しかし、今は一部を残す

のみである。

‥．・∴．∴十主三1㌦了、・、　、　．

借地林業制度の発達と村外所有者の山林所有の移行

に伴い、山守制度という管理組織ができた。

元来、地区外の者に売却した人が山守になる場合も

あり、部落共有林の売却には、部落の有力者がなる場

合もある。

山守制度とは、一種の管理制度であり、一般に村外

所有者が、山林所在の地域住民の中から信用のある者

を選んで山守として、保護管理を委託した。

山守は、所有者に代わって人夫を集め、これを指揮

管理して撫育を進める。立木一代間の管理報酬として

日給・月給等でなく、立木皆伐時、3～5％が山守料

として支払われる。また、慣例として立木は優先的に

購入でき、木材流通にも従事する。

山守の職務は、山林の保護管理から植栽手入れ、間

伐等の労務及び資材の調達・労務者の指揮管理まで及

ト
一十‾二二二ぺご「 一‘∵二十二十宰㌫

一‾　＿已∴一二一一　　　　一一・、一
‾・　－⊥二＋‥了　一二：「

（資料提供：川上村林業資料館より）

吉野杉の酒樽

ぶ。また、山林所有者の伐採決定にも林業経営・林業

技術の実際を担当している山守の発言は大きい。

借地林制度が崩壊しているのに対し、山守制度は、

森林を経営していく上で山林所有者、山守双方ともメ

リ、ソトがあり、実質かつ有効に機能している。

山の書付（山林所有者の表示）

森林の所有規模状況は、川上村における村外所有者の面積割合が圧倒的に大きいことがあげられる。他の2村に

おいても、村外森林所有者の占める面積割合は大きいが、川上村では、人員割合2％で面積割合74％と原著に現れ

ている。3村平均の村外大規模所有者は77％越えている。しかし、注目すべき事は、所有山林の大小に拘わらず、

ほぼ同じ施業方法がとられていることである。

その理由として、集約的な施業が大規模森林所有者の個々の林地までゆきわたっており、管理制度がほぼ同じで、

専業労働者が定住していることなどがあげられる。
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育林技術（大径材）

密植・技打の励行という集約的な施業の結果、いわゆる吉野材としての

名声を馳せており、無節・完満・通直・本末同大・年輪幅の均一という良

材であって、銘木・磨丸太という特殊な材を産出している。

元来槽丸林業から発生してきたが、槽丸生産が殆ど行われなくなった今

日においても、ほぼその根本に変わりはない。しかも、その林分構成は、現

在における需要構造にも充分対応できることに特徴があるといわなければ

ならない。しかし、社会・経済情勢の変化に伴い、大きな変化が認められる。

繊樹種及び品種

いわゆる吉野スギの品種は明らかでなく、現在造林されているのは、春

日スギまたは屋久スギからの苗木を導入したものが起源といわれている。

自村の優良木から採取した種子を川上村森林組合が委託養酋することで一

般に優良種苗の確保を行っている。

爾植　栽

植栽本数は、最近の傾向として7，000～8，000本／ha程度で、奥山ではや

や少ない。かつては適確な地味判定が行われのちスギ・ヒノ幸の混植法が

とられた。地味の状態によリスギ80％、ヒノキ20％からスギ20％ヒノキ

80％の間で単純一斉林の成立を避けた。

しかし、近年は同一樹種植栽が増加し、ヒノキ林が70％程度となってい

る。山行き苗は、スギ2年生・ヒノキ3年生が主で、地特は地力減退を考慮

して火入れをしないところが多くなってきている。

繊保　育

下刈は、植栽後3年までは年2匝凶」、4～6年の間は年1回刈で行われる。

下刈時期は、2回刈は6月下旬と8月中旬、1匡】刈は8月下旬である。谷から

等高線沿いに1人2m幅で刈り進み、峰へと登っていく。刈株を低く特に苗

木の根本は細いつる革まで丹念に刈り取られる。つる切りは6～8年目に行

われる。9～13年目に吉野独特の「ヒモ打ち修理」と称する生の下枝の切

落としと、劣悪木の伐例が行われる。ヒモ打ちは10月～3月までの間に行

われ、打上げ高さは約1．5mで林分密度の調整とともに、林内作業を容易に

する目的で行われる。本格的な除伐は、14～17年白に被庄木・形質不良木

及びスギは花や球栗の着生しているものを対象として行い、本数で25～30

％程度である。

間伐はスギ16～20年目から始め、40年頃までは3～5年に1回、さらに

70年頃までにはワ～10年昌に1回、以後10～20年に1回の割で行う。この

うち30年前後位までに行う間伐は、保育を目的として行われ、40年以後に行

われるものは利用を主目的とする。ヒノ幸は20～25年日と30～35年目に

それぞれ20～25％程度に行い、以後は成長に応じて行う。最近は、小径材・

間伐材の売行き不振によって除間伐の遅れが見られるようになり、この対

策が緊急な課題となっている。

スギ一般用材仕立林でも早期の間伐材の価値を高める目的で、枝打ちが

行われるときがある。ヒノ牛は20～25年・30～35年・40～45年日の3回

で打止めとする場合が多い。最初は2m、次回以降は4mのムカデ梯子を使

い、手斧で極めて丁寧に打ち落としている。

顎
川
バ
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育林技術（磨丸太）

人工絞丸太の仕立林

磨丸太の乾燥

吉野における磨丸太生産は、古くは江戸時代寛支年間

（1661～1672年）に始まったと言われ、京都より職人

を招いて洗い丸太を生産したのが始まりである。京都北

山に次いで古くから行われている。

吉野地方独特の創案に基づく人工液丸太は、東吉野村

で大正初期に発明・生産され始め、生産量が増えるに伴

い吉野地方各地で生産されるようになった。戦後の経済

成長に伴って生産量は増大、昭和40年代には最盛期を迎

えた。海布丸太から桁丸太まで数種類の磨丸太を生産し

ていた。

磨丸太の生産は、大きく分けて用材林仕立の間伐材か

ら生産する方法と、植栽後20～25年位で皆伐する京木

仕立（京番北山仕立をもじった吉野地方における丸太仕

立の呼称）による方法がある。近年では極まれに、ヒノ

幸のさび丸太も生産されている。盛んな頃は、さび丸太

が中心の市が行われていた。また、一部の篤林家による

天然絞丸太の生産もされている。

雷品　種

京都北山系の挿し木品種センソクとセンソクシバハラ

が主流となっている。天然絞では京都北山系の挿し木品

種中源2号・3号、三五等が主体となっている。

韓植　栽

植栽本数は、8，000本前後。生産目標・仕立方法（海舟

人造絞・天然鮫等）によリ8，000本以上植栽するところ

もある。

諷保　育

目標とする製品により違ってくるが、一般的には床柱

を目標とする。

下刈は、植栽後8年までは年2回刈、12年まで年1回刈

で行われる。下刈時期は、2回刈は6月下旬と8月中旬、

1匝刈は8月下旬である。刈り株を低く、特に苗木の根

元は細いつる草まで丹念に刈り取られる。

つる切りは必要に応じて行われる。

植栽後5～6年でひも打ち修理を行い、8年～20年まで

に地上7mを目標に少しづつ3匝日立で打ち上げられる。

■伐　期

15年生から適寸木から磨丸太として抜き伐りされ、1

丁取りの場合は17～20年生、2丁取りの場合は25～30

年生を目標に主伐が行われる。



伐木造林

渋抜き（葉枯らし）

集運材

伐採の適期は、樹液の流動が開始され剥度しやすくな

る4月中旬～5月末（春伐り）と、7月中旬～8月中旬（土

用伐り）に伐られる。また、9月～11月（秋伐り）と1

月～2月（寒伐り）に伐採することもある。吉野スギ特

有の淡紅色に仕上げるため、伐倒後6ケ月～12ケ月林内

に放置し「渋抜き（葉枯らし）」が行われる。自然乾燥

を促進し、材色を良くするため、伐倒木は穂付きのまま、

穂先を必ず木口より高くしておく。一般に、樹齢が高い

ものほど放置期間が長くなる。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材

かつては修羅出し・木馬出し・人肩等により山土場ま

で集め、市場へは筏流しが行われた。戦後基盤整備と機

械化が進み、集材機・索道などの架線集材も広く普及し

たが、昭和50年代からは作業の合理化1省力化を図るた

め、ヘリコプターの利用が主となってきた。東吉野村、

吉野町ではヘリコプターが常駐しており、山土場の整備

も進められ、吉野林業では9割までがへり集材となってい

る。ヘリ集材は小回りもきき、山を傷めることも少なく、

材価の高い林分では、非常に有効な方法である。しかし、

出材コストが単位当り高くなることから、保育等を考慮

した場合、ヘリ集材だけに依存せず、林道・作業道等の

基盤整備を進めていく必要がある。

吉野林業地の林道の現況は、66路線・総延長136kmと

なっている。林道密度は3．2m／haである。

林業生産活動の活性化を図るためには、林道整備が不

可欠である。このため、林道網の整備のほか、作業道の

開設を積極的に行っているが、地形が急峻なため、m当

たりの開設単価が高く、かつ地元負担能力の低下などに

より、開設延長は伸びなやんでいる。

巨一区
分…森林面積（ha）．室　＿林道（叩）

上村…　24，886㌢　99，815i　89，000

二十一州一一一トー－劇十一【一一一一・▲．．〈＿＿　ト　　．（．＿′、．へ

33，760…

一一一一一一一ノー十m－－

東吉野村≡　12，602∈　21，133臣134，000と　55，059

黒　滝村∃　　4，60針　15，468弓　53，000喜　25，049
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奈良県林業硫計（平成19年1月）
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吉野材の流通

優良吉野材の製品

市場風景

原　木

冊H．N．。和郎。Y　9

吉野材の集積地として、吉野町に一大木材工業団地が栄え

ている。

昭和初期、近鉄線（私鉄）が延長されて現在の吉野貯木場

付近に駅が出来、輸送交通の利便がにわかに高まったことは、

ここが筏流送の盛んであった頃の中継地であり、それが木材

基地として発展させる絶好の条件となった為である。

京阪神の大消費地への陸送が発達し、吉野町・桜井市を中

心に関西でも有数の木材工業地として躍進することになった。

昭和39年からの高度成長期に入ってからは、土場数が増加、

現在約100企業が集中して製材工業団地を構成している。

企業の約6割が吉野材専門に加工しており、その主要製品

は柱材や造作材等である。建築用材の中でも挽き角材・挽き

割類が4割を占め、板類の製品は極めて少ない。

また、付近に大規模な木材市場が存在するため、各企業は

適材だけを容易に入手できるので、樹種ごと材種ごとに専門

化しているのもこの団地の特徴である。生産材は主として近

畿圏へ流れていくが、県内需要、また京浜、関東地区へも送

り出されている。

こうして発展的な背景を受けて、吉野製材工業協同組合傘

下の約100企業によって、昭和49年工場内の一角に倉庫兼

展示場を備えた吉野材センターが建設された。同センターで

は共同取引を進め、吉野材の品質哲理、販路の拡大を計り、

流通機構の合理化に努めるなど多面的な機能を発揮している。

また、展示場には吉野材を使用した耗日本建築の和室を設

置し、各部材名称の説明パネルや柱・長押・敷居・天井板な

どの建築構造材（製材品）を展示し、銘木吉野材のPRに努

めている。

押



土地の利用状況 総面積の95％が森林

林政課調（平成19年現在）

民有林国有林の森林面積

悶森林面積（ha）

二二三耕地面積（ha）

≡≡≡≡その他（ha）

民有林は98％

林政課調（平成19年現在）

面積（ha）

3．000

2，500

2，000

1，500

1，000

500

：＿　＿l　｝

民有林人工林の樹種別面積 人工林ではスギが67％

0．3％　0．3％

堅塁整コスギ

喜三選ヨヒノキ

てツ

l■■■その他

林政課調（平成19年現在）

在村・不在村別面積 不在村者の森林が79％

（私有林のうち）

林政課調（平成19年現在）

齢級別森林構成（民有林スギ・ヒノキ）　≡≡≡≡≡≡≡ス　ギ

齢級　■1≡2　3　4　5

ヒノキ

7　8　9　10■・11 3141516
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林政課調

Y（］S川NO FORESTRY



所有規模別森林所有者数・面積
∈‡≡ヨ所有面積

壬　所有者数

スギ磨丸太生産仕立て育林技術体系（2等地）
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∩
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攣
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幸
二㌢1■∵γ義一
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七．〈、ノゼミ‡■鴻粒談義
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嶺三三這≡蔓＿藩；m　　　　　　　 4 ．5　　　　 5．9　　　 7．1　　　 8 ．8　　 10 ．0　　　　 11・7　　 13・○
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　雪起とし 復旧困難

（原図　吉野林業改良指導員駐在所1980）
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スギ長伐期優良大径材仕立育林技術体系（2等地）
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ヒノキ優良柱材生産仕立育林技術体系（2等地）
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図6　ヒノキ優良柱材生産仕立　育林技術体系（原図　奈良県林業試農場業務資料1985）
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スギ投入表 （ha当り）（再造林）

簿凛祭事恵慧曇璧賢∵∵∴薫音響議運苧

苗
地
植
下

木
括
付
刈

本
人
本
人

6．000～10，000

35～50

200～400

1回15～2回30

下 刈　　本　　　2回25～2回30

材

1人1日当り

／／　　　1回12～1回17

（注）仕立目標によっては、13～14年で枝打をし、更に20年前後に枝打を行う。

スギ産出表

2～37～10

利

用

間

伐

，。SH．N。F。。EST。Y13

1，000

～1．300

7ト1002ん3－10～15＿思

（h a当り）

15～2015

10～15 21　34

10トー50－1～2－＝15～20思‾jS。7～1030　38

〇二285／」痺丸太

〇・905芙悪妻

1・350‾盃丸歪

（注）算出については、森林所有者、所有規模、経営状態、木材需給の動向、林業労働力、資金等によっても異な
り、森林の地利、搬出方法及び市場価格等関係する因子が極めて複雑であるので、施業体系と利用の概
要について紹介するに止める。



吉野林材業の流れ

川上村で人工造林が始まる。

大阪城・伏見城の建築用材として吉野材が使われる。

筏流し時代：大坂で木材問屋が成立し、一木材市場が開かれる。

銭丸太の製造が始まる。

借地林業・山守制度が始まる。

樽丸製造が始まる。

四国巡礼僧・杉原宗庵が吉野地方の槽丸割りを見て、下市町にて割箸

の工法を伝授。

全国的に大濫伐が流行したが、その風瀞に乗らず高齢林が維持された。

木材需要が増し、材価が高騰する。

村外者の山林所有者が増える。

スギの林地乾燥が行われる（3ケ月間）

東吉野村小川にて人工絞丸太「小川東」が創始。書式行錯誤の人造紋

の研究が進められる。

この頃ほぼ現在の大山林所有形態になる。

索道による集材が始まる。

吉野壷矢道が吉野山まで延長される。

この頃槽丸生産が最盛期を迎える。

吉野貯木場の開設

樽丸から柱角に生産目標が移行する。

－この頃磨丸太生産が最盛期を迎える。

筏流送が終わり、トラ、ソク輸送となる。

山守の素材業への進出が増える。

稽箸の製造が開始される。

ヘリコプター集材が始まる。

吉野材のブランド化を進める。

吉野材の品質管理販路の拡大等のため吉野材センタ十が設立される。

ヒノ幸・スギ集成材単板（集成材の化粧板用の原板）の製品化。

3月に冠雪被害を被り激甚災害指定を受けた。

9月に発生した台風7号により激甚災害指定を受けた。

吉野林業地帯も大きな被害を受けた。

奈良県林業機械化推進センターの開所。

奈良県森林環境税導入
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奈良県農林部林政課

南部農林振興事務所

吉野流域林業活性化センター

℡0742（27）7470

℡0747（52）8301

℡0746（32）8731

R毛萱
古紙配合率100％再生紙を使用しています




